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要 旨  
 
本研 究は ， 作業 療法 士が 行 う住 環境 整備 の 業務 内容 の把 握
を目 的と し ， 2 つ の調 査で 構 成し た． 一次 調 査は ，首 都圏 の
回復 期リ ハ ビリ テー ショ ン 病棟 を有 する 1 7 5 病 院に アン ケ ー
トを 郵送 し ， O T R とし て 3 年 目 以上 の実 務 経験 を有 する 作
業療 法士 各 1 名 から 回答 を 得た ．二 次調 査 は， 3 0 名の作 業
療法 士を 対 象に ヒア リン グ を行 った ．分 析 は， K J 法で行 っ
た． その 結 果， 作業 療法 士 が行 う住 環境 整 備の 業務 内容 に つ
いて ， 4 つ のメ イ ンカ テゴ リ ，及 び， 1 6 の カ テゴ リが 抽出 さ
れた ．作 業 療法 士は ，住 環 境整 備業 務に お いて 中心 的か つ 多
様な 役割 を 担っ てい るこ と が示 され た． 介 護保 険制 度に 即 し
た， 回復 期 リハ ビリ テー シ ョン 病棟 に勤 務 する 作業 療法 士 が
行う 住環 境 整備 の業 務内 容 と， その 流れ の 全容 を明 らか に で
きた と考 え る．  
 
キー ワー ド  




1． は じ め に  
 
2 0 0 0 年 4 月に介 護保 険制 度 が全 国一 律の 制 度と して スタ
ート し， 1 0 年以 上が 経過 し た． 介護 保険 制 度に おけ る自 立
支援 を実 現 する ため ，住 環 境整 備は 重要 な 位置 づけ にあ る
1 )．介 護保 険 制度 上， 住環 境 整備 は介 護支 援 専門 員（ ケア マ
ネジ ャー ： 以下 ，ケ アマ ネ ）を 中心 に行 わ れて いる が， 専 門
職と して の 作業 療法 士（ O c c u p a t i o n a l  T h e r a p i s t  
R e g i s t e r e d  ： 以 下， O T R） の 介 在の 必要 性 が指 摘さ れて い
る 2 )．  
日本 作業 療 法士 協会 が作 成 して いる 作業 療 法ガ イド ライ ン
によ ると ， 住環 境整 備は ， 作業 療法 （ O c c u p a t i o n a l  
T h e r a p y：以 下 ， O T）で 用 いら れ る手 段の 例 とし て，「住 宅
等生 活環 境 の整 備， 指導 」 と記 され てい る 3 )．  
O T R が 住環 境整 備に 関わ る 時期 の一 つに 回 復期 があ る．
この 時期 に は， セル フケ ア の能 力の 向上 が 重要 であ り， そ れ
を把 握し た 上で ，こ れま で の生 活や 活動 を 可能 にす るた め の
生活 環境 の 改変 を図 る． そ れを 担う 施設 の 一つ に回 復期 リ ハ
ビリ テー シ ョン 病棟 （以 下 ，回 復期 リハ 病 棟） があ る 4 )． 回
復期 リハ 病 棟で は， 入院 患 者（ 以下 ，ク ラ イア ント ）の
6 5 . 3 %が 退院 後 自 宅に 戻っ て いる （ 2 0 0 6 年度 ） 5 )．ま た， 診
療報 酬上 ， 退院 前訪 問指 導 とし て在 宅訪 問 が可 能で あり ， リ
ハビ リテ ー ショ ンス タッ フ （理 学療 法士 ［ R e g i s t e r e d  
P h y s i c a l  T h e r a p i s t： 以下 ， R P T］・ O T R・言 語 聴 覚士 ：以
下， リハ ス タッ フ） によ り ， 5 7 . 1 %の クラ イ アン トに 対し
て， 家屋 調 査が 行わ れて いる 5 )．  また ， 5 5 . 9 %の O T R が 回
復期 リハ 病 棟で の O T を含 む身 体障 害領 域 O T の手 段と し
て， 住環 境 整備 を用 いて いる 6 )．  
先行 研究 は ，医 中誌 を使 用 し， 2 0 0 0 年から 2 0 1 0 年の 文献
につ いて 検 索し た． キー ワ ード は，「作 業療 法 キ ーワ ード
5 
 
集」 7 )から 抜 粋し た「 住環 境 整備 」，「 住宅 整備 」，「 家屋 整
備」，「住 宅 改造 」，「 家屋 改造 」， 及び ，介 護 保険 制度 で用 い
られ る「 住 宅改 修」 の 6 つの 用 語を 使用 し た． その 結果 ， 住
環境 整備 に 関す る原 著論 文は 1 7 7 件あり ， その う ち， O T に
関す る文 献は 2 5 件抽 出さ れ た． O T R の住 環 境整 備 業務 に関
する 文献 は 3 件 あっ たが ， いず れも ，回 復 期リ ハ病 棟で の 住
環境 整備 業 務に 関す る研 究 では なか った ．  
 こ の結 果 から ，先 行研 究 では 着手 され て おら ず， これ ま で
研究 論文 の 中で 漠然 と扱 わ れて きた 住環 境 整 備 業務 には ， 具
体的 にど の よう な業 務が あ り， どの よう な 流れ で行 われ て い
るの か， と いう 全容 を解 明 す る こと が重 要 であ ると 考え た ．
全容 を解 明 する こと は， 今 後， 住環 境整 備 業務 の中 で重 要 視
され てい る 点の 把握 や， O T R や クラ イア ン ト・ 病棟 の背 景
等の 住環 境 整備 業務 に影 響 を与 える 因子 の 把握 等の 住環 境 整
備に 関す る 研究 を進 める 上 で原 点に なる と 考え た． また ， 住
環境 整備 に 関す るよ りよ い サー ビス をク ラ イア ント に提 供 す
るた めの 業 務改 善や ，他 職 種と の連 携， 新 人教 育等 に役 立 て
るこ とも 出 来る と考 えた ．  
以上 より ， 本研 究は ，回 復 期リ ハ病 棟に 勤 務 す る O T R が
行う 住環 境 整備 の業 務内 容 を明 らか にす る こと を目 的と し
た．  
なお ，本 研 究で は，「住 環境 整 備 」は 「家 屋 内の 環境 及び
家屋 から 道 路ま での 屋外 の 環境 に関 する 改 造・ 改修 ・調 整 を
行う こと 」，「訪 問調 査」 は 「ク ライ アン ト 宅を 訪れ ，住 環 境








本研 究は ， 住環 境整 備の 業 務内 容の 概要 を 把握 する ため の
一次 調査 （ アン ケー ト），一 次 調 査の 詳細 を 把握 する ため の
二次 調査 （ ヒア リン グ） で 構成 した ．  
 
（ 1） 一 次 調 査 （ア ン ケ ー ト ）  
a） 調 査 方 法 ・ 対象 者  
回復 期リ ハ 病棟 を有 する 病 院の O T 部門 宛に アン ケー トを
1 通郵送 し ， O T R とし て 3 年 目 以上 の実 務 経験 を有 する
O T R 1 名を 病 院側 で選 出し て もら い回 答を 得 た． なお ， O T
領域 では ， 実務 経験 3 年 目で ， O T の経 験を 十分 有し てい る
とし ，臨 床 実習 指導 者に な るこ とが でき る ため ，本 研究 で
は， 住環 境 整備 業務 の経 験 につ いて も同 様 とと らえ ， O T R
とし て 3 年目 以 上の 実務 経 験を 持つ O T R を対 象 とし た．  
b） ア ン ケ ー ト 郵送 先 病 院 の 抽 出  
以下 の 2 つの 方 法に より 1 7 5 病 院を 抽出 し た．  
①全 国回 復 期リ ハビ リテ ー ショ ン病 棟連 絡 協議 会の 所属 病 院
のう ち ， 首 都圏 （ 1 都 7 県） に 位置 する 1 3 6 病 院， ②首 都 圏
の自 治体 が ホー ムペ ージ 上 で情 報公 開す る 名簿 に提 示さ れ ，
①と 重複 し た病 院を 除い た 回復 期リ ハ病 棟 を有 する 3 9 病 院
（ 2 0 0 9 年 4 月 1 日時 点）  
c） 調 査 期 間  
2 0 0 9 年 5 月 11 日～ 5 月 3 1 日  
d） ア ン ケ ー ト 内 容  
①対 象者 （ O T R）及 び対 象 者が 勤務 する 病 棟の 基本 情報 ．
② O T R が行 う住 環境 整備 に 関す る業 務内 容 の概 要と その 実
施時 期． な お， ②に 関し て は， 特定 のク ラ イア ント に関 す る
記載 では な く， 回答 した O T R が 所属 する 病 棟に おい て，
O T R が どの クラ イア ント に 対し ても 共通 し て行 う業 務内 容




（ 2） 二 次 調 査 （ヒ ア リ ン グ ）  
a） 調 査 方 法 ・ 対象 者  
対象 者は ， 一次 調査 にお い て， 二次 調査 へ の協 力が 得ら れ
た 3 3 名の うち ， 電話 連絡 に より ，再 度協 力 が得 られ た 3 0
名と した ． 本研 究者 がヒ ア リン グ用 紙に 基 づき ，一 次調 査 で
使用 した ア ンケ ート 用紙 を 提示 しな がら ， 半構 成的 面接 を 行
った ．所 要 時間 は 4 0～ 6 0 分間 と した ．記 録 は， 筆記 ，及
び， 正確 性 を確 保す るた めに I C レコ ーダ ー によ る録 音で 行
った ．  
b） 調 査 期 間  
2 0 0 9 年 6 月 2 4 日～ 9 月 1 6 日  
c） ヒ ア リ ン グ 内 容  
住環 境整 備 に関 する 業務 内 容の 詳細 とそ の 時期 ．具 体的 に
は， 一次 調 査で 記入 した ア ンケ ート 用紙 を 提示 し， 対象 者 が
一次 調査 で 記載 した 内容 に つい て， 一つ 一 つ詳 細な 説明 を 求
めた ．  
 
（ 3） 分 析 方 法  
分析 は， K J 法を 用い て行 った 8 ・ 9 )． K J 法 と は， フ ィー ル
ドワ ーク で デー タを 集め た 後や ブレ イン ス トー ミン グで ア イ
デア を出 し た後 ，等 に， そ れら のデ ータ を 統合 し， 何ら か の
構造 のあ る もの に組 み立 て てい く際 に使 用 する 手法 であ る ．
カー ド化 ， グル ープ 編成 ， 図解 化， 文章 化 から なる ．  
カー ド化 で は， デー タを 意 味の わか る最 小 の単 位で 区分
し， それ ぞ れを 1 枚のラ ベ ルに 要 約し て記 述 した ．一 次調 査
では ，ア ン ケー ト用 紙の 回 答に 「訪 問調 査 で家 屋の 調査 と 動
作確 認を す る」 と記 載さ れ てい た場 合，「訪 問 調 査で 家屋 の
調査 をす る 」と 「訪 問調 査 で動 作確 認を す る」 の 2 つに 分け
て， ラベ ル に転 記し た． 二 次調 査で は， 筆 記， 及び ，録 音 デ
ータ を基 に 逐語 録を 作成 し ，そ れを 最小 の 単位 で区 分し ， そ
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れぞ れを 1 枚 の ラベ ルに 転 記し た． 次に ， 類似 した ラベ ル を
集め て小 チ ーム ，さ らに 類 似す る小 チー ム 同士 を集 めて 中 チ
ーム ，中 チ ーム をさ らに 同 様の 手 続 きで 集 めて 大チ ーム を 作
ると いっ た 作業 を繰 り返 し ，グ ルー プ編 成 を行 った ．グ ル ー
プ編 成は ， 第一 筆者 を含 む O T R 2 名で行 っ た． K J 法では ，
ほか のラ ベ ルと セッ トに な らな いラ ベル は 一つ のカ テゴ リ と
して 扱う こ とか ら， 今回 得 られ たラ ベル は ，少 数意 見で あ っ
ても ほか の ラベ ル同 様に 分 析に 用い た． 図 解化 は， 第一 筆 者
を含 む O T R 2 名 で行 い， さ らに ，回 復期 リ ハ病 棟で の勤 務 経
験を 有す る 複数 の O T R で 検討 ・ 修正 を重 ね た． その 後， 筆
者ら が文 章 化を 行い ，考 察 とし た．  
なお ， K J 法 では ，カ ード 化 ，グ ルー プ編 成 ，図 解化 ，文
章化 を 1 サイ ク ルと し ， そ のサ イク ルを 累 積的 にい くつ も 重
ねる 方法 を 提案 して いる ． 本研 究で は， 一 次調 査後 ，二 次 調
査後 ，複 数の O T R で検 討 を重 ね た後 の 3 回に わ たり ，こ の
サイ クル を 繰り 返し て行 っ た．  
また ，挙 げ られ た業 務内 容 の頻 度を 比較 す るた めに ，各 カ
テゴ リの ラ ベル 枚数 を明 記 した ．一 般的 に ，質 的研 究で は デ
ータ を数 量 化す るこ とを 目 的と しな いが ， 数を 数え るこ と が
質的 研究 で も役 立つ 場合 が ある ．こ のよ う なデ ータ の中 身 を
項目 別に 数 える よう な分 析 は， 情報 を文 章 のま ま扱 い， そ れ
を整 理し て 類型 化し たり ， 理論 的な 解釈 を 加え たり する こ と
をめ ざす 質 的分 析と は区 別 され る 1 0 )． 本研 究 で も， ラベ ル
枚数 の比 較 と業 務内 容の 質 的分 析と は区 別 して 用い た．  
 
（ 4） 倫 理 的 配 慮  
首都 大学 東 京荒 川キ ャン パ ス研 究安 全倫 理 委員 会に よる 承





3． 結 果  
 
（ 1） 一 次 調 査 （ア ン ケ ー ト ） 結 果  
a） 基 本 情 報  
有効 回答 数 6 7 通 ，有 効回 答率 3 8 . 3 %で あっ た ．  
O T R と して の経 験年 数， 回 答し た O T R が 過去 1 年間 に行
った 住環 境 整備 業務 の件 数 ，病 院の O T R 数， 回 復期 リハ 病
棟の 病床 数 を表 1 に示し た 注 1 )． なお ，す で に豊 富な 経験 を
有す るが ， 現在 は管 理職 で クラ イア ント の リハ ビリ に直 接 関
与す るこ と が少 なく ，過 去 1 年 間の 住環 境 整備 業務 の実 施 件
数が 1～ 2 件の O T R 注 2 ） や ， 住環 境整 備に 関 する 指導 担当 者
とし て， 多 くの 住環 境整 備 業務 に関 与す る O T R 注 3 )も対 象 と
して 含め た ．  
b） 作 業 療 法 士 が行 う 住 環 境 整 備 の 業 務 内 容  
返送 され た 6 7 通 のア ンケ ー トか ら， O T R が 行う 住環 境整
備の 業務 内 容に つい て， 5 3 1 枚 のラ ベル が 得ら れた ．得 ら れ
たラ ベル を K J 法 によ って 整 理し た結 果， 第 ７段 階ま でグ ル
ープ 編成 を 繰り 返し ，第 7 段 階 では ， 1 6 の カテ ゴリ に集 約
され た． この 1 6 のカ テゴ リを O T R が行 う 住環 境 整備 の業 務
内容 とし て 抽出 した ．こ れ らの カテ ゴリ は ，さ らに ，『 訪問
調査 に向 け ての 準備 』，『 訪 問調 査』，『住 環 境整 備・ 退院 に 向
けて の準 備』，『 退院 後の フ ォロ ーア ップ 』の 4 つの メイ ン カ
テゴ リに 分 類さ れた ．結 果 とし て， クラ イ アン トの 入院 か ら
退院 まで の 時系 列に 即し た 時期 別の 分類 を 得た （表 2）．以
下， メイ ン カテ ゴリ 別に O T R が 行う 住環 境 整備 の業 務内 容
を説 明す る ．  
『訪 問調 査 に向 けて の準 備 』は ，「家 族や ク ライ アン トに
情報 収集 し ，そ れに 基づ い たリ ハビ リテ ー ショ ン（ 以 下 ， リ
ハビ リ） や 住環 境整 備に 向 けた 準備 を行 う 」を 示し てい た ．
この メイ ン カテ ゴリ （ラ ベ ル数 2 5 4 枚， 4 7 . 8 %） は，「訪 問
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調査 前の 情 報収 集」，「退 院 後の 方向 性の 決 定」，「住 環境 整 備
や訪 問調 査 の説 明と 同意 」，「住 環境 整備 プ ラン の検 討」，「 訪
問調 査日 に 向け た準 備」，「 訪問 調査 前に 得 られ る情 報（ 以
下， 事前 情 報） に基 づく リ ハビ リ」 の 6 つの 業 務内 容で 構 成
され た．  
『訪 問調 査 』は ，「訪 問調 査 を実 施し ，動 作 や住 環境 の評
価， 日常 生 活活 動（ A c t i v i t y  o f  D a i l y  L i v i n g：以 下， A D L）
や住 環境 整 備プ ラン の検 討 ・提 案・ 決定 ， 介助 指導 を行 う 」
を示 して い た． この メイ ン カテ ゴリ （ラ ベ ル数 11 6 枚，
2 1 . 8％） は，「訪 問調 査実 施」，「 家屋 調査 ・ 動作 確認 」，「 プ
ラン の検 討 ・提 案・ 決定 」，「介 助指 導」 の 4 つ の業 務内 容 で
構成 され た ．  
『住 環境 整 備・ 退院 に向 け ての 準備 』は ，「 訪 問 調査 後，
住環 境整 備 やサ ービ スプ ラ ンを 検討 し， 住 環境 整備 後に ， プ
ラン に基 づ いた チェ ック ， フォ ロー アッ プ ，リ ハビ リを 行
う」 を示 し てい た． この メ イン カテ ゴリ （ ラベ ル数 1 3 4 枚 ，
2 5 . 2 %） は，「住 環境 整備 に あわ せた リハ ビ リの 実施 」，「 住
環境 整備 プ ラン の検 討・ 提 案・ 決定 」，「 完 成後 のチ ェッ
ク」，「最 終 確認 とフ ォロ ー アッ プの 依頼 」の 4 つの 業務 内 容
で構 成さ れ た．  
『退 院後 の フォ ロー アッ プ 』は ，「退 院後 ， 病院 から のフ
ォロ ーア ッ プ， また は他 機 関で のフ ォロ ー アッ プを 行う 」 を
示し てい た ．こ のメ イン カ テゴ リ（ ラベ ル数 2 7 枚， 5 . 1 %）
は，「病 院か ら の フォ ロー ア ップ 」，「 他機 関で の フ ォロ ーア
ップ 」の 2 つ の 業務 内容 で 構成 され た．  
 
（ 2） 二 次 調 査 （ヒ ア リ ン グ ） 結 果  
a） 基 本 情 報  
 対 象者 （ O T R）及 び対 象 者が 勤務 する 病 棟の 基本 情報 を 表
3 に示し た ．  
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一次 調査 の みを 行っ た対 象 者と ，一 次 調 査 及び 二次 調査 の 両
方を 行っ た 対象 者と を， カ イ２ 乗検 定で 比 較し た結 果， O T R
とし ての 経 験年 数や ，回 答 した O T R が 過去 1 年 間に 行っ た
住環 境整 備 業務 の件 数， 病 院の O T R 数 ，回 復期 リハ 病棟 の
病床 数に つ いて 有意 差は 認 めら なか った ． した がっ て， 二 次
調査 に抽 出 した 対象 者に 偏 りは 認め られ な かっ た．  
b） 作 業 療 法 士 が行 う 住 環 境 整 備 の 詳 細 な 業 務 内 容  
 3 0 名の ヒ アリ ング から ， O T R が行 う住 環 境整 備の 業務 内
容に つい て ，さ らに 9 5 4 枚 のラ ベル が得 ら れた ．一 次調 査 と
合わ せる と ， 1 4 8 5 枚のラ ベ ルが 得 られ た． 一 次調 査か ら得
られ たラ ベ ルと とも に， 再度 K J 法に よっ て 整理 した 結果 ，
グル ープ 編 成の 第 6 段階 で複 数 のカ テゴ リ が追 加さ れた が ，
O T R が 行う 住環 境整 備の 業 務内 容の 1 6 カ テゴ リ ，及 び， 4
つの メイ ン カテ ゴリ には 変 化が なか った ． 以下 に， 追加 さ れ
た第 6 段 階の カ テゴ リに つ いて 説明 する ．  
 『 訪問 調 査に 向け ての 準 備』（ ラベ ル数 2 8 4 枚 ， 2 9 . 8 %
［一 次調 査 との 合計 ：ラ ベ ル数 5 3 8 枚， 3 6 . 2 %］） では ，「 住
環境 整備 プ ラン の検 討」 の うち ，“訪 問調 査 の目 的の 確認 ”，
“事 前情 報 に基 づく 検討 ” が追 加さ れた ． また ，「事 前情 報
に基 づく リ ハビ リ」 のう ち，“ 事 前情 報に 基 づく 病棟 環境 の
整備 ”が 追 加さ れた ．  
『訪 問調 査』（ ラ ベル 数 3 1 9 枚， 3 3 . 4 %［ ラベ ル数 4 3 5
枚， 2 9 . 3 %］）で は，「家 屋調 査 ・ 動作 確認 」 のう ち，“写 真
やメ モに よ る記 録” が，「プ ラ ン の検 討・ 提 案・ 決定 」の う
ち，“訪 問調 査 へ の参 加職 種 ・家 族・ クラ イ アン トか らの 情
報収 集” が，「 介 助指 導」 の うち ，“ヘ ルパ ー への 介助 指導 ”
が追 加さ れ た．  
 『 住環 境 整備 ・退 院に 向 けて の準 備』（ラ ベ ル 数 3 1 3 枚，
3 2 . 8 %［ ラベ ル 数 4 4 7 枚 ， 3 0 . 1 %］）で は， 追 加 され たカ テ ゴ
リは なか っ た．  
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 『 退院 後 のフ ォロ ーア ッ プ』（ ラベ ル数 3 8 枚 ， 4 . 0 %［ ラ
ベル 数 6 5 枚， 4 . 4 %］） で は，「他 機関 での フ ォロ ーア ップ 」
のう ち，“デ イ ケ アで のフ ォ ロー アッ プ” が 追加 され た．  
 
 
4． 考 察  
 
（ 1） 作 業 療 法 士が 行 う 住 環 境 整 備 の 業 務 の 実 態  
a） K J 法 に 基 づく カ テ ゴ リ の 図 解 化 及 び 文 章 化  
 本 研究 を 通し て， O T R が 行う 住環 境整 備 の業 務内 容と し
て， 4 つ の メイ ン カテ ゴリ ， 及び ， 1 6 のカ テ ゴリ が明 らか と
なっ た． そ れら を， O T R が 行う 住環 境整 備 の業 務内 容と と
もに 回答 を 得た 実施 時期 を 参考 にし て， 図 1 に 図解 化し た ．
時間 軸に 沿 って ，図 の左 側 に縦 方向 に 4 つの メ イン カテ ゴ リ
を， 右側 に メイ ンカ テゴ リ 内の 1 6 のカテ ゴ リを 並 べた ．矢
印は ，各 カ テゴ リ間 にお け る， 影響 を与 え る方 向を 示し た ．
また ，実 線 は各 メイ ンカ テ ゴリ 内の 関係 を ，破 線は 各メ イ ン
カテ ゴリ の 間の 関係 を示 し た． さら に， O T R が 各カ テゴ リ
で連 携す る 職種 を「 ▶」 で 示 し た ．以 下に ， K J 法 に基 づき ，
図解 化し た図 1 を文 章化 し た．  
① 『 訪 問 調 査 に 向 け て の 準 備 』：「訪 問調 査前 の 情 報収 集」 と
「事 前情 報 に基 づく リハ ビ リ」 がこ のメ イ ンカ テゴ リの 全 期
間で 行わ れ てい る． この ２ つの カテ ゴリ は ，情 報収 集を 受 け
てリ ハビ リ を行 い， リハ ビ リの 中で 必要 と なっ た情 報を さ ら
に収 集す る とい うよ うに ， お互 いに 影響 し 合い なが ら並 行 し
て行 われ る ．訪 問調 査前 の 情報 やリ ハビ リ 状況 を受 けて ，
「退 院後 の 方向 性の 決定 」，「住 環境 整備 や 訪問 調査 の説 明 と
同意 」が 行 われ る． その 後 ，訪 問調 査の 同 意が 得ら れれ ば ，
訪問 調査 前 の情 報や リハ ビ リ状 況を 踏ま え，「 住 環境 整備 プ
ラン の検 討 」が 行わ れる ． その 際に ，新 た に必 要な 情報 が あ
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れば 情報 収 集を 行い ，リ ハ ビリ 内で 動作 確 認が 必要 であ れ ば
行う 等，「訪 問 調 査前 の情 報 収集 」や 「事 前 情報 に基 づく リ
ハビ リ」 と 相互 に影 響し 合 い行 われ る． こ のメ イン カテ ゴ リ
の最 後に は ，そ れま でに 行 われ た各 カテ ゴ リの 内容 を踏 ま
え，「訪 問調 査 日 に向 けた 準 備」 が行 われ る と考 えら れる ．  
② 『 訪 問 調 査 』：「訪 問調 査実 施 」 後，「家 屋調 査 ・ 動作 確
認」 を受 け て，「 プラ ンの 検 討・ 提案 ・決 定 」や 「介 助指
導」 を行 う ．プ ラン の検 討 中に さら に必 要 な情 報が あれ ば ，
「家 屋調 査 ・動 作確 認」 を 再度 行い ，プ ラ ンに 合わ せて 「 介
助指 導」 を 行う ．ま た，「介 助 指 導」 を行 い ，家 族の 介助 で
困難 な場 合 等は ，動 作確 認 の再 実施 や， プ ラン の変 更を 行
う． 以上 の よう に， 3 つ の カテ ゴ リが それ ぞ れ影 響し 合い な
がら ，ほ ぼ 同時 に進 めら れ てい くと 考え ら れる ．  
③ 『 住 環 境 整 備 ・ 退 院 に 向 け て の 準 備 』： 訪 問調 査で 得た 情
報や 検討 事 項，「 住環 境整 備 にあ わせ たリ ハ ビリ の実 施」 を
受け て，「住 環 境 整備 プラ ン の検 討・ 提案 ・ 決定 」が 行わ れ
る． その 後 ，退 院が 決定 し ，住 環境 整備 の 実施 や，「完 成後
のチ ェッ ク」，「 最終 確認 と フォ ロー アッ プ の依 頼」 が行 わ れ
る． 各病 棟 やク ライ アン ト 等の 状況 によ り 退院 時期 が異 な る
ため ，プ ラ ン決 定後 や住 環 境整 備後 ，最 終 確認 後等 ，退 院 が
どの カテ ゴ リ実 施後 であ る かは 異な る． 一 方， 上記 の各 カ テ
ゴリ の状 況 に応 じて ，「 住環 境 整 備に あわ せ たリ ハビ リの 実
施」 が行 わ れる ．リ ハビ リ は， 退院 が決 定 する と， その 時 期
に合 わせ た リハ ビリ 内容 の 変更 や， リハ ビ リが さら に必 要 で
あれ ば， 退 院時 期を 再検 討 する ．ま た，「完 成 後 のチ ェッ
ク」 を受 け て， 実施 され た 住環 境整 備に 合 わせ たリ ハビ リ の
実施 や， リ ハビ リ状 況を も とに ，微 調整 が 必要 であ れば 提 案
し， 実施 す る． 最終 確認 を して ，必 要な リ ハビ リが あれ ば 実
施し ，リ ハ ビリ の状 況を 踏 まえ ，フ ォロ ー アッ プが 必要 で あ
れば ，フ ォ ロー アッ プの 依 頼を 行う と考 え られ る．  
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④ 『 退 院 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 』： 各病 棟や ク ライ アン トの 状
況を 踏ま え，「 病 院か らの フ ォロ ーア ップ 」 と「 他機 関で の
フォ ロー ア ップ 」の 2 つ が行 わ れる ．病 院 と他 機関 の間 で は
情報 交換 が 行わ れて いる と 考え られ る． な お，「 病院 から の
フォ ロー ア ップ 」は ，回 復 期リ ハ病 棟の O T R に より ，入 院
中の 住環 境 整備 業務 の延 長 とし て行 われ る 業務 であ り， 退 院
直後 に数 回 実施 され るフ ォ ロー アッ プを 示 す． 一方 ，「 他機
関で のフ ォ ロー アッ プ」 は ，他 機関 で継 続 的に 実施 され る フ
ォロ ーア ッ プを 示す ．こ れ は， 本研 究対 象 者の O T R が 所属
する 病院 と 関連 する 他機 関 にお いて ，回 復 期リ ハ病 棟の
O T R が 兼務 して いた ．  
 以 上， 4 つの メ イン カテ ゴ リ， 及び ， 1 6 の カテ ゴリ ，さ ら
に詳 細な カ テゴ リが ，回 復 期リ ハ病 棟に 勤 務す る O T R が 行
う住 環境 整 備業 務の 全容 と して 示さ れた ． 各病 棟に よっ て
は， 今回 示 した 業務 内容 の 一部 のみ を実 施 して いる 場合 や ，
同じ 業務 を O T R では なく ， R P T や M S W 等 の他 職 種が 行っ
てい る場 合 も考 えら れる ． また ，ク ライ ア ント の個 別性 に よ
り， 必要 な 業務 内容 が異 な るた め， 図 1 の一 部 のみ を実 施 し
てい る場 合 も考 えら れる ．  
以下 ，図 1 よ り 考察 した 内 容を 示す ．  
b） 住 環 境 整 備 の流 れ  
住環 境整 備 に関 する 文献 1 1 - 1 3 )  では ，情 報 収集 後に 住環 境
整備 プラ ン を検 討す る流 れ が示 され てい る ． O T R 向け に 日
本作 業療 法 士協 会が 作成 し てい る作 業療 法 マニ ュア ル 1 1 )  に
は，「主 訴の 確 認 」→ 「情 報 収集 」→ 「条 件 設定 」⇔ 「工 夫
の検 討」 ⇔ 「図 面の 作成 」 →「 フォ ロー 」 とい う流 れが 示 さ
れて いる ． これ らは ，介 護 保険 制度 施行 以 前に 作成 され た も
のが 多い た め， 介護 保険 制 度の 住宅 改修 で 認め られ てい な い
改修 項目 や ，高 額で 介護 保 険制 度の 限度 額 内で は行 えな い よ
うな 大規 模 な改 造を 中心 と した 記述 があ る ．ま た， ケア マ ネ
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を介 さず に 住環 境整 備の 業 務の すべ てを リ ハス タッ フが 行 う
よう な記 述 がさ れて いる ． それ ゆえ ，現 状 を反 映し てい る と
は言 い難 い ．本 研究 では ， ①住 環境 整備 の 検討 と共 に， 環 境
に合 わせ た リハ ビリ や生 活 動作 の変 更が 適 宜行 われ てい る こ
と， ② O T R は， 住宅 改修 に 関す る手 続き （ 図面 や書 類の 作
成等 ）を 行 って いな いこ と ，等 の介 護保 険 制度 に即 した 業 務
内容 が明 ら かと なっ た．  
回復 期リ ハ 病棟 では ，入 院 期間 が， 脳血 管 障害 で 1 8 0 日，
運動 器疾 患で 1 5 0 日と上 限 が設 け られ てい る こと から ，入 院
時か ら住 環 境の 情報 収集 を 行い ，住 環境 整 備プ ラン の検 討 を
早期 から 行 って いる こと が 明ら かと なっ た ．ま た， 介護 保 険
制度 は退 院 後か ら利 用で き るた め， 自宅 で の住 環境 整備 後 の
内容 の確 認 や動 作・ 介助 ・ 使用 方法 の指 導 は， 各病 棟や
O T R の 住環 境整 備業 務へ の 積極 性に ゆだ ね られ ，質 が統 一
され てい な いと 考え られ る ．こ のよ うに ， 回復 期リ ハ病 棟 に
即し た業 務 の実 情が 明ら か とな った ．  
c） 住 環 境 の 情 報 収 集 の 目 的  
訪問 調査 前 のク ライ アン ト や家 族か らの 情 報収 集は ，① 住
環境 に合 わ せた リハ ビリ の ため ，② 訪問 調 査・ 住環 境整 備 の
必要 性の 検 討の ため ，③ 訪 問調 査前 の問 題 点や 住環 境整 備 プ
ラン の検 討 のた め， ④訪 問 調査 での 活用 の ため ，に 行わ れ て
いる ．一 方 で， 訪問 調査 時 の情 報収 集は ， ①具 体的 な住 環 境
整備 プラ ン の検 討と 提案 の ため ，② より 具 体的 な住 環境 に 合
わせ たリ ハ ビリ のた め， に 行わ れて いる ． 以上 より ，時 期 に
より 情報 収 集の 目的 は異 な るこ とが 示さ れ た．  
d） 住 環 境 整 備 の た め の 情 報 収 集 と 検 討  
O T を行 う際 に， 情報 収集 と 検討 は繰 り返 し 行わ れて い
る． 本研 究 では ，住 環境 整 備に おい ても ， 常に ，情 報収 集 と
検討 が繰 り 返さ れて いる こ とが ，再 確認 さ れた ．  
訪問 調査 前 には ，ク ライ ア ント や家 族か ら 情報 収集 が行 わ
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れ， 事前 情 報に 基づ く住 環 境整 備プ ラン を 検討 して いる ． ま
た， 訪問 調 査で は， O T R が 情報 収集 を行 い ，具 体的 な住 環
境整 備プ ラ ンの 検討 を行 っ てい る． さら に ，訪 問調 査後 に
も， 住環 境 整備 プラ ンの 検 討が 行わ れて い る． これ らか ら ，
住環 境整 備 を行 う際 には ， 時系 列に 即し た 目的 別に 情報 収 集
と検 討を 積 み重 ね， 段階 的 に， 詳細 な住 環 境整 備プ ラン の 作
成を 行っ て いる こと が明 ら かと なっ た．  
以上 より ， 前述 した 作業 療 法マ ニュ アル 1 1 )に 記 載さ れて
いる 住環 境 整備 の流 れに つ いて ，現 在の O T R の 業務 の実 情
では ，「 情報 収 集 」と 「条 件 設定 」が 一方 通 行で はな く， 相
互作 用が あ る矢 印に 拡充 さ れた と考 えら れ る．  
 
（ 2） 住 環 境 整 備に お け る 作 業 療 法 士 の 役 割  
a） 住 環 境 整 備 全般 に お け る 作 業 療 法 士 の 役 割  
図 1 から は， O T R が入 院 から 退 院ま での 住 環境 整備 にお
いて ，中 心 的か つ多 様な 役 割を 担っ てい る こと が明 らか と な
った ．作 業 療法 マニ ュア ル 1 1 )で は， O T R の 役割 とし て，「ク
ライ アン ト の在 宅生 活の イ メー ジ作 りの 援 助」，「ク ライ ア ン
トの 状態 像 を明 らか にす る」，「 条件 を提 示 する 」，「 方法 を提
示す る」 を 挙げ てい る． こ れま で， 住環 境 とク ライ アン ト の
両方 の情 報 収集 をす る必 要 性は 示さ れて き たが 1 1 )，本 研究
結果 から ， O T R は， クラ イ アン トと 住環 境 の両 方を 考慮 し
た評 価に お ける 役割 も担 っ てい るこ とが 明 らか とな った ． よ
って ，現 在の O T R の役 割 とし て，「ク ライ ア ント と住 環境 の
両方 を考 慮 して 評価 を行 う 」を ，上 述の O T R の 役割 の一 つ
とし て， 挙 げる こと がで き ると 考え る．  
b） 住 環 境 整 備 後の 役 割  
介護 保険 制 度上 ，住 宅改 修 費の 給付 は居 宅 サー ビス の一 つ
であ り， 回 復期 リハ 病棟 に 入院 中の クラ イ アン トは ，住 宅 改
修を 行う こ とが でき ない ． その ため ，「 住環 境 整 備プ ラン の
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検討 ・提 案 ・決 定」 の段 階 で， 業務 を終 える O T R が少 な く
ない ．し か し， 図 1 では ，住 環 境整 備後 の 業務 内容 も少 数
（ラ ベル 数 1 4 7 枚， 9 . 9 %） で は ある が， 存 在す るこ とが 示
され た．  
また ，退 院 後の フォ ロー ア ップ も少 数（ ラ ベル 数 6 5 枚，
4 . 5 %） では あ る が存 在す る こと が示 され た ．退 院後 のフ ォ
ロー アッ プ は， 現状 では ， 回復 期リ ハ病 棟 単独 の業 務と し て
は困 難で あ り， 外 来 や訪 問 リハ ，デ イケ ア 等で 行わ れる ． し
かし ，本 研 究で は， 回復 期 リハ 病棟 に入 院 中の クラ イア ン ト
のリ ハビ リ と， 外来 や訪 問 リハ での リハ ビ リの 両方 の業 務 を
兼務 して いる O T R が研 究 対象 者 に含 まれ て いた ため ，退 院
後の フォ ロ ーア ップ に関 す る業 務の 存在 が ，少 数で はあ る
が， 示さ れ たと 考え られ る ．  
O T R の 住環 境整 備後 の役 割 は， O T R がク ラ イア ン トの 心
身機 能や A D L， 意志 ，価 値 観等 と， 住環 境 の両 方の 把握 ・
評価 がで き ，よ りよ い動 作 や介 助方 法を 提 案で きる 職種 で あ
るこ とか ら ，重 要だ と考 え る．  
 
 
5． 結 語  
  
本研 究を 通 して ，回 復期 リ ハ病 棟に 勤務 する O T R が行 う
住環 境整 備 の業 務内 容に つ いて ， 4 つの メ イン カ テゴ リ， 及
び， 1 6 の カ テゴ リが 抽出 さ れた ．そ の結 果 から ， O T R が行
う住 環境 整 備の 業務 内容 を 図解 化し ，明 ら かに する こと が で
きた ． O T R は， 入院 から 退 院ま での 住環 境 整備 業務 にお い
て， 中心 的 かつ 多様 な役 割 を担 って いる こ とが 示さ れた ． 研
究の 蓄積 が 希薄 であ り， 漠 然と 行わ れて い た回 復期 リハ 病 棟
にお ける O T R の 住環 境整 備 の業 務内 容を ， 介護 保険 制度 に
即し て， 明 らか にす るこ と がで きた と考 え る．  
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今後 は， O T R だ けで はな く ，住 環境 整備 業 務に 関与 する
他職 種 の 業 務内 容も 明ら か にし ， O T R との 業務 分担 や連 携
内容 につ い て考 察を 行う こ とで ，よ り包 括 的に 住環 境整 備 業
務を 捉え る こと を目 指す ．  
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注 1）住 環 境整 備 の実 施状 況 を量 的に 捉え る ため に，「病 棟
全体 での 住 環境 整備 業務 の 年間 実施 件数 」 につ いて 調査 し た
が， O T の業 務の 中の 一つ と して 行っ てい る ため ，把 握し て
いる 病棟 は わず かで ，示 す こと が出 来な か った ．ま た，「病
棟全 体で の 訪問 調査 件数 」 は， 回復 期リ ハ 病棟 にお いて ， 住
環境 整備 を 行う 際に ，訪 問 調査 を必 ず行 う とは 限ら ない た
め， 住環 境 整備 の実 施状 況 を量 的に 捉え る こと は困 難と 考
え， 示さ な かっ た．  
注 2）ヒ ア リン グ にお いて ， O T R は， 病院 に より ， 5 年目 程
度か ら管 理 職に なる 場合 が あり ，実 際に リ ハビ リを 担当 す る
クラ イア ン ト数 が少 なく な ると の意 見を い ただ いた ．そ の よ
うな O T R は， 過 去 1 年間 に行 っ た住 環境 整 備の 実施 件数 は
少な いが ， それ 以 前 に， 住 環境 整備 業務 の 経験 を積 み， 現 在
は管 理職 と して ，住 環境 整 備業 務を 含め た O T 業務 全体 を 把
握し てい る と考 えら れる ． 住環 境整 備の 実 施件 数が ， 1～ 2
件の 対象 者 は， 全員 が経 験 年数 5 年目以 上の O T R であ っ た
ため ，上 記 を踏 まえ ，分 析 対象 者と して 含 めた ．  
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注 3）回 復 期リ ハ 病棟 の中 で ，新 人や 住環 境 整備 業務 に関 し
ての 経験 が 少な い O T R の 指導 担 当者 にな っ てお り， 新人 等
が実 施す る 訪問 調査 や住 環 境整 備の 検討 会 に参 加し ，全 体 を
把握 する た め， 年間 の件 数が 1 0 0 件にい た ると ， ヒア リン グ
にて 説明 が あっ た． その た め， 住環 境整 備 の実 施件 数 が 1 0 0




































平均 8 11.9 16 100.9
中央値 6 7 11.5 91
最小値 3 1 1 25
最大値 25 100 62 260




































平均 7.8 13.9 16.9 90.5
中央値 6.5 7.5 11.5 60
最小値 3 2 3 37
最大値 22 100 60 256
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